
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

                  

すべきことを 
ていねいに！ 

１人１人が宝物！ 

令和４年９月２０日発行  
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２学期も張り切っていこう！ 

 ２学期の始業式では、６年生の田中心さんが、「算数の文章問題を頑張る

こと」や「運動会等これからある行事を楽しむこと」を目標として、皆の

前ではきはきと発表してくれました。 

 また、「あいさつ・返事日本一」を目指して、一人一人が目標をたてまし

た。気持ちの良いあいさつやしっかりした返事ができる人は、どこに行っ

てもどのような時でも、スムーズにその場に溶け込むことができたり、人

との人間関係を上手に築けたりします。家庭や地域でもぜひ子どもたちに

声をかけていただけるとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

※台風により被害を受けられました皆さまに心からお見舞いを申し上げます。 



              

                         

             

吾田小学校との交流学習   

                   

                     

                                

                              

                              

                    

                    

                    

                    

                    

 

 

 

 

 

※「文字が細くて見えんとよな」とのご意見を反映し、両面印刷にし、文字を拡大しました。 

new ICT 支援員が着任 

平田 英士（ひらた えいし）です。高校１年生と小学校５年生の

父親です。ICT 支援のお仕事をする前は、液晶テレビとスマートフ

ォン用レンズの製造に携わっていました。みなさんが知っている

ところでは、Panasonic の大型液晶 TV と iPhone10 のレンズに携

わりました。どうぞよろしくお願いいたします。  

 いつも１～６人の少人数で授業を行っている本校の児

童たちですが、年に２回（今年は１回）吾田小学校の児童

の皆さんと一緒に学習をします。多人数の中でのコミュ

ニケーションの取り方を学んだり、その雰囲気に慣れた

りすることをねらいとしています。吾田小学校の皆さ

ん、お世話になりました。子どもたちの感想等を紹介し

ます。 

（悠馬さん）最初は恥ずかしかったけど、話し始めた

ら、たくさん話ができるようになって楽しかったで

す。（結々さん）吾田小学校の体育館で、おおぜいでど

んぐりころころなど、わくわく体操をがんばりまし

た。（叶望さん）人数が多いから楽しくて、じゃんけん

をしたり、私から話したら友だちになってくれたりし

て、とっても楽しかった。（叶夢さん）大窪小は人数が

少ないので、大勢いる学校に行ったことがあまりない

けど、道徳で発表を頑張りました。（結愛さん）いつも

と違うところで、皆と遊んだり勉強をしたりして楽し

かったです。発表もできて良かったです。（心さん）い

つもは、班で話したり、意見をまとめたりすることが     

できなかったので、楽しかったです。  

家庭教育学級：陣内 祥子 教頭先生（吾田東小学校） 
「子ども一人一人の特性と教育的ニーズ』 

  ➀個性と特性ははっきりした境目はなく、「障がい」とは特性を共有するという意味を

もつこと ②「障がい」をもつ子がうまくいかないのは、本人の努力不足や親のせい、家

庭環境のためではないこと ③生きづらさが和らぐ方法を「学校教育」「家庭教育」「社会

教育」で共育し、一緒に成長しようとすること ④失敗を学びに変えていくこと ⑤自己肯

定感を高めるためには 、 「 頑張ったんだから失敗じゃないよ」「大丈夫、また次頑張れ

ばいいよ」のように「愛のある言葉」「結果ではなく過程をほめる」ことが大事 などとて

もためになるお話をたくさんお聞きすることができました。 これからの共育に生かして

いきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 


